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訳者による序文 

Ⅰ　ロンドンにおける3回の講演（1924年8月24日～27日） 

第1講演（カルマ的意識の消失／目覚めと入眠時のアストラル的直感の推移／失われた認識に戻る／等） 

第2講演（カルマ的研究の困難／火星の守護神と水星の守護神／人間の意志生活の宇宙的考察／等） 

第3講演（ティンタンジェルとアイルランドの秘儀／アーサーの流れ／聖杯の流れ／ミカエルの流れ／等） 

付録：ロンドン講演の前に行われた、英国アントロポゾフィー協会への挨拶と、 

　　　ゲーテアヌムでのクリスマス会議の報告　1924年8月24日 

 
Ⅱ　訳者による解説　 
1　太陽的キリスト存在と自然霊（四大の霊） 

2　アリストテレス及びアレキサンダーとハールーン・アッラシード  

  　及び彼の助言者との間の対立の本質と二つの流れ


